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みなべ町議会だより　第51号　平成30年5月

総額137億9870万円
（前年度比　8億2981万円減）

平成30年度　会計予算

●一般会計　86億6900万円（1億8200万円減）

●特別会計　48億6346万円（5億7109万円減）

●国民健康保険特別会計　19億824万円（5億6269万円減）

●後期高齢者医療特別会計　2億9686万円（1090万円増）

●介護保険特別会計　17億774万円（6931万円増）

●農業集落排水事業特別会計　2億3866万円（3008万円減）

●公共下水道事業特別会計　　4億7737万円（34万円減）

●簡易水道事業特別会計　　　2億3456万円（1420万円減）

●水道事業会計 2億6624万円（1億2071万円増）

3月定例会
●会期　　　3月6日から23日（18日間）
●諮問　　　2件（人権擁護委員会候補者の推薦）　全て可決
●同意　　　1件（副町長の選任）　賛成多数で同意　
●議案　　　24件　全て可決
　　　　　　（一般会計予算、各特別会計予算、条例改正等）
●一般質問　4人　計4質問
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みなべ町議会だより　第51号　平成30年5月

出口 晴夫 議員
「外部から有識者を投入する事で思い切った政策をお

願いしたい」ということで反対討論します。
行政のトップとして、対外的な活動等で忙しい町長に

とっては、庁内の取りまとめの要となる副町長が大きな
支えとなります。だからこそ、副町長の人選には、慎重
に登用して頂きたいと思います。　そうした中で、県内
外の他の市町村では「地方創生人材支援制度」を活用し、
外部から副町長として採用し、大きな成果をあげていま
す。

私は、みなべ町の将来を支える組織的な土台を築くた
めには、今が重要な時期だと思います。外部から有識者
を投入する事で、外部の視点から私達が気付く事の出来
ない課題・問題を発見出来るかもしれません。また、様々
なしがらみがない判断が出来る事から、町長としても新
たな角度から思い切った政策を実行できるのではないで
しょうか。

反対討論

真造 賢二 議員
吉本氏ご本人の名誉を守り、納得されていない町民や

職員の皆様の気持ちを代弁したく賛成討論します。
氏はこの４年間、町長の補佐役、職員の良き相談役、

指導役としてしっかり副町長の責務を全うされました。
特にハード整備での数多くの功績は語り尽くせません。

反対理由は未だに明確にされていませんが、もし「町
長に対する不当な越権行為」や「倫理に反した職員」が
あれば、厳正に対処するのが副町長の立場です。その対
応に非難される点は一切なく、むしろ正当に職責を全う
されたと賞賛されるべきです。

議会は町民の代表です。その結論は、町民の皆様の意
志が反映され、多くの方が納得するものでなければなり
ません。それが議会制民主主義の根幹です。

皆さんの正しい１標を信じ、討論を終わります。

天野 　仁 議員
反対討論をさせていただきたいと思います。
今日の結果が一つの大きな節目で、みなべ町の将来を

右に向かうのか、左に向かうのか大きな分岐点になろう
かと思います。町政としても若者がこの町に残って生活
が守っていける、家族が作れていけるような町づくりの
検討も町長さんをトップに踏まえていってほしいなとい
う声はたくさん聞きます。

そんな中、1 年間の予算、決算において副町長さんに
答弁してもらいたい部分を、課長さんに答弁してもらう
のが気の毒だなという思いがありました。

一般質問されてる中においても、後追いの状況の中に
おいても本当に歯がゆい思いをしている議員さんもいる
かと思います。私もその 1 人です。

そういうことも含めて、ご期待に添えないという部分
もあって、新たな人を提出いただければと思います。

原田 　覚 議員
小谷町長は事務方、吉本副町長は現場方で、バランス

良くお互いに信頼し合いこれまで町行政を引っ張ってこ
られました。

吉本氏は教育次長の時代に各校舎の耐震問題に取り組
み、特に岩代小学校の建替えの大事業にご尽力されまし
た。現場視察をさせて頂いた時に、当時の大事業の担当
責任者として、素晴らしい校舎を建てるという熱意と決
意が伝わってきました。そういう経験があり知識も豊富
な方が、今後の大事業のプロジェクトを進めるには必要
であります。

町民の皆様からの要望には、丁寧に対応していただき、
厳しい意見や要望に対しては、議会から当局から嫌われ
役になりながらも公正中立に対応し、指導力を発揮され
てきました。

経験と知識がある吉本氏は、町民から信頼ある人物で
ございますので、選任に賛成いたします。

討論 「同意１号　副町長の選任について」4人の議員が討論

●各議員の議案採決結果（反対のあった議案のみ） ○：賛成  ×：反対  棄：棄権　議長は採決には加わりません

議　　　案

谷
本　

吉
弘

永
井　

幸
喜

天
野　
　

仁

井
口　

雅
裕

丸
山　

幸
雄

池
田
三
千
留

原
田　
　

覚

出
口　

晴
夫

真
造　

賢
二

下
村　
　

勤

玉
井　

伸
幸

宮
﨑　

繁
幸

北
谷　

清
治

竹
本　

栄
次

人権擁護委員の推薦（畑㟢周定氏） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

介護保険条例の一部を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ —

一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

副町長の選任（吉本正二氏） ○ 棄 × ○ × ○ ○ × ○ ○ × × ○ —

討論とは、表決の直前に議案に対する自己の賛成または反対の意思を表明し、その理由を明確に述べな
がら賛否を論議するものです。その目的は、自己の意見に反対する議員および賛否の意思を決めていない
議員を賛同させることにあります。 
　討論は一人一回のみ許されており、その順序は「反対」「賛成」と交互に行うのが原則です。

反対討論

賛成討論

賛成討論

※各議員の討論は要約して掲載しています。
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料
は
、
毎
年
協
議
し
て
契

約
を
結
ん
で
い
き
ま
す
。

漁
業
振
興
協
議
会
補
助

（
５０
万
円
）新規

ス
タ
ー
ト
を

す
る
と
い
う
こ
と

で
、
ご
指
導
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

水
産
業
の
発
展
や

漁
業
者
の
経
営
安

定
、
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
漁
業
の
青
年
部

や
女
性
を
含
め
て
約
２０
名

程
度
の
委
員
が
参
加
す
る

団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
初
め
て
の

こ
と
で
手
探
り
に
な
り
ま

す
が
、
県
や
関
係
団
体
と

密
に
連
携
し
な
が
ら
協
議

会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
。

梅
レ
シ
ピ
開
発
委
託
料

（
３
５
０
万
円
）

レ
シ
ピ
本
を
何
冊

作
っ
て
、
ど
こ
へ

置
く
の
か
。

５
０
０
０
部
製
作

予
定
で
、
町
内
外

に
発
信
し
て
消
費
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
。

梅
の
海
外
展
開
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
５
０
０
万
円
）

ア
メ
リ
カ
で
行
う

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
内
容
と
目
的
は
。

現
地
で
の
梅
を
使

っ
た
メ
ニ
ュ
ー
発

表
会
に
マ
ス
コ
ミ
、
バ
イ

ヤ
ー
、
シ
ェ
フ
等
に
来
て

い
た
だ
き
、
発
信
す
る
こ

と
に
よ
る
地
元
業
者
と
海

外
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
考

え
て
い
ま
す
。

ま
す
。
健
康
で
長
生
き
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
は
維
持
・
充
実
し

て
い
き
た
く
、
今
回
の
金

額
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

今
後
は
こ
れ
を
抑
え
る

た
め
の
予
防
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例

条
例
内
に
教
育
活

動
と
あ
る
が
、
今

ま
で
の
取
組
み
内
容
は
。

ま
た
、
条
例
制
定
後
の
新

た
な
取
組
み
は
。

今
ま
で
様
々
な
立

場
で
保
護
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
広
報
を

通
じ
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
大

切
さ
、
自
然
の
豊
か
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

 

今
後
は
学
校
教
育
の
一

環
と
し
て
現
地
へ
行
き
、

子
供
た
ち
に
ウ
ミ
ガ
メ
の

保
護
や
状
態
、
そ
う
し
た

貴
重
な
生
物
が
み
な
べ
町

に
上
が
っ
て
く
る
と
い
う

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
等
の
事
務
委
託

田
辺
市
に
事
務
を

移
管
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
従
来
の
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
内
容
は
変
わ
ら

な
い
か
。従

来
の
部
分
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
4

月
か
ら
新
た
に
居
宅
介
護

部
分
が
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
事
務
処
理
が
各
市
町
村

の
負
担
と
な
る
た
め
、
一

カ
所
に
集
約
し
合
理
化
を

図
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
条
例
の
改
正

高
齢
者
の
増
加
に

伴
う
事
業
費
増
は

仕
方
な
い
。
し
か
し
２
割

以
上
の
増
加
は
町
民
に
と

っ
て
非
常
に
厳
し
い
と
思

う
が
。

サ
ー
ビ
ス
の
要
望

を
満
た
す
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
経
費
が

高
く
な
り
、
経
費
を
減
ら

せ
ば
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し

【
一
般
会
計
】

環
境
衛
生
・
印
刷
製
本
費

（
１
０
６
６
万
円
）

ご
み
焼
却
を
田
辺

市
に
委
託
す
る
に

あ
た
り
、
透
明
度
の
問
題

か
ら
も
ご
み
袋
を
田
辺
市

の
も
の
に
統
一
で
き
な
い

の
か
。

ご
み
袋
は
従
来
ど

お
り
で
す
。
広
域

こ
と
を
し
っ
か
り
教
育
し

て
い
き
た
い
。

で
の
ご
み
袋
統
一
は
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
２
２
１
万
円
）

昨
年
か
ら
１
名
の

協
力
隊
員
が
来
て

大
活
躍
を
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
今
後
更
に
採
用
を

増
や
す
考
え
は
。

複
数
人
の
ほ
う
が
、

町
が
活
性
化
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
、
増
員
を
検
討
し
ま

す
。

鶴
の
湯
温
泉
指
定
管
理
委

託
（
１
３
５
０
万
円
）

３
年
前
の
約
束
で

は
徐
々
に
減
額
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
は

ず
だ
が
。薪

ボ
イ
ラ
ー
を
導

入
し
１
年
経
過
し

た
結
果
、
重
油
の
値
段
が

下
が
り
、
薪
の
方
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
薪
を
使

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

そ
の
差
額
を
委
託
料
に
補

て
ん
し
て
い
ま
す
。
委
託

主
な
議
案
審
議 

Ｑ
＆
Ａ

A

A

AA

AA

AA

A

Q

Q Q

Q Q

Q

Q

QQ

薪ボイラー

建設中の「千里ウミガメ館」
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消
防
ポ
ン
プ
車
1

台
分
で
す
。
車
両

だ
け
で
な
く
特
殊
な
ポ
ン

プ
が
必
要
な
の
で
、
取
扱

業
者
が
県
内
に
数
社
し
か

な
く
、
町
内
業
者
で
は
取

り
扱
い
が
困
難
で
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

（
３
０
０
万
円
）

６
ヶ
所
に
設
置
す

る
と
聞
く
が
場
所

は
ど
こ
か
。

30
年
度
は
高
城
と

清
川
に
設
置
予
定
。

清
川
公
民
館
や
、
通
勤
・

通
学
路
で
適
当
な
場
所
が

あ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
区
長
さ
ん
と
相
談
し
決

め
て
い
き
た
い
。
で
き
る

だ
け
早
く
、
数
多
く
設
置

を
と
の
要
望
も
あ
り
ま
す

の
で
、
町
単
独
で
も
増
や

し
た
い
。

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主

返
納
（
４５
万
円
）

高
齢
者
の
方
が
免

許
を
自
主
返
納
す

る
と
ど
の
よ
う
な
特
典
が

る
と
、
新
し
く
移
転
も
考

え
る
時
期
に
は
あ
り
ま
す
。

た
だ
補
助
金
が
な
く
町
単

独
で
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か

が
問
題
で
す
。（
Ｐ
13
参

照
）

い
き
い
き
講
座
体
操
教
室

（
２０
万
円
）素晴

ら
し
い
教
室

と
の
こ
と
、
介
護

予
防
の
観
点
か
ら
も
更
な

る
広
報
で
利
用
を
促
進
し

て
は
。

毎
年
春
と
秋
に
合

計
15
回
程
度
体
操

の
先
生
に
来
て
い
た
だ
き

実
施
し
て
お
り
、
大
体
30

名
程
度
参
加
し
て
い
ま
す
。

広
報
誌
や
チ
ラ
シ
も
作
成

二子の里のお風呂場

地
内
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
計
画

し
て
い
ま
す
。
場
所
に
つ

い
て
は
学
校
側
か
ら
の
提

案
で
も
あ
り
、
了
解
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会

（
１
８
７
万
円
）

こ
の
委
員
会
と
は
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
が

主
体
的
に
行
う
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係

団
体
、
体
育
協
会
、
健
康

推
進
員
や
社
会
福
祉
協
議

会
等
の
皆
さ
ん
に
メ
ン
バ

ー
と
し
て
、
立
ち
上
げ
の

検
討
、
準
備
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

二
子
の
里
温
泉
施
設
使
用

料
（
１
９
７
万
円
）

温
泉
施
設
が
休
止

に
な
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
の
対
応
は
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
危
険
性
を
考
え

世
界
農
業
遺
産
看
板
設
置

（
２
１
６
万
円
）

看
板
は
ど
こ
に
設

置
す
る
の
か
。

看
板
は
４
ヶ
所
に

設
置
し
ま
す
。
南

部
駅
、
う
め
振
興
館
の
他
、

世
界
農
業
遺
産
の
モ
デ
ル

的
な
現
地
２
ヶ
所
に
設
置

す
る
予
定
で
す
。

南
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
増
設

（
８
４
０
万
円
）

増
設
予
定
地
は
、

先
生
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
が
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
廃
止
に
伴
い
、
学
校
敷

し
、
広
報
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
対
策

事
業
（
１
０
０
万
円
）

ど
う
い
う
事
業
な

の
か
。

地
震
発
生
等
に
よ

り
倒
壊
し
避
難
路

を
防
ぐ
恐
れ
の
あ
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
撤
去
、
改
修
の

補
助
事
業
で
す
。
撤
去
の

場
合
は
上
限
20
万
円
、
撤

去
し
改
修
す
る
場
合
は
上

限
40
万
円
と
し
ま
す
。

消
防
自
動
車
購
入
費

（
１
７
５
０
万
円
）

何
台
分
の
購
入
費

か
。
ま
た
地
元
業

者
で
購
入
で
き
な
い
か
。

あ
る
の
か
。

商
品
券
５
０
０
０

円
分
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
で

利
用
で
き
る
共
通
券
３
０

０
円
分
５０
枚
を
お
贈
り
し

ま
す
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そ
の
他
空
き
家
対
策
等
除

去
補
助
事
業

（
３
０
０
万
円
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１
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度
額
６０

万
円
で
、
総
額
３

０
０
万
円
の
募
集
予
定
だ

が
（
倉
庫
は
限
度
額
３０
万

円
）、
要
望
が
多
く
な
る

と
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た

不
良
空
き
家
、
倉
庫
等
が

補
助
対
象
に
あ
た
る
か
の

調
査
費
用
や
手
続
き
の
方

法
は
。

要
望
が
多
数
の
場

合
、
補
正
等
で
対

応
も
考
え
ま
す
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調
査
費

用
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
申

し
込
み
は
所
有
者
で
す
が
、

相
続
人
や
借
家
人
の
申
請

の
場
合
は
所
有
者
の
同
意

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

A

A A

A

AA

A AA

AA

QQ

Q

QQ

Q

QQ

Q QQ

既に設置された看板（岩代）
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重点事業と注目ポイント平成30年度　一般会計
農林水産建設・土木

●川久保線の改良は、上南部こども園への進入路を拡幅
するもので、歩道を含む全幅が9.25m（車道は2車線
6.5m幅）になります。
●みなべ新橋線測量設計委託料は、南部川から山内を横
断する幹線道路になる予定の設計委託料です。

ここがポイントここがポイント

建設・土木 農林水産 教　育

保健・福祉

総　務

防　災

教　育

保健・福祉

総　務

防　災

●土地借上料は庁舎駐車場部の借上契約が９月に満了
になるため、半期分を計上しています。
●高城地区トイレは公民館前の駐車場脇にあるトイレ
の老朽化が激しく、建て替えるものです。うめ振興
館と清川球場の間の唯一のトイレとして存続が切望
されていました。

ここがポイントここがポイントここがポイントここがポイント

●学校司書賃金
●南部中テニスコート増設工事
●トレイルラン大会実行委員会補助金
●総合型地域スポーツクラブ設立準備

…………………………653 万円
………840 万円

247 万円
187 万円

●清川集出荷場改築補助金
●梅レシピ開発支援委託料
●みなべ梅対策協議会
●水産物供給基盤機能保全工事費

……………800 万円
……………350 万円

…………………755 万円
…7020 万円

●町道川久保線改良工事及び土地購入費
●橋梁トンネル長寿命化調査設計委託料
●町道みなべ新橋線測量設計委託料
●ハザードマップ作成委託

1600 万円
5220 万円
1200 万円

……………280 万円

●高齢者温泉入浴補助金
●広域保育所運営委託料
●いきいき講座体操教室委託料
●保健福祉センター前道路設計料

………………365 万円
………………480 万円

………20 万円
……509 万円

●防犯カメラ設置工事費
●埴田医王寺避難道路調査測量設計料
●町道小山田中線道路改良工事
●はす池改修工事

………………300 万円
1700 万円

……7600 万円
……………………3000 万円

●広域保育所運営委託料は、町外の保育所へ入所した
場合に受入自治体の運営費を負担するものです。

●保健福祉センター前道路設計料は、玄関前で利用者
の脇を通過する車両が非常に危険なため、噴水側に
通過車両が迂回する道路を新設するための設計料で
す。

ここがポイントここがポイント
●小山田中線改良工事は、東吉田の住宅街から防災
広場につながる避難道路になります。池の埋め立
てによる排水路の確保の役割も兼ねています。
●埴田医王寺測量設計料は、多くの避難者が想定さ
れる医王寺への安全な避難路を整備するための費
用です。将来的に防災広場につながる起点となる
道路です。

ここがポイントここがポイント

●ゴミ処理委託料は、委託先が田辺市にお願いするこ
とになり、3000万円の減となりました。特に燃える
ゴミ、プラごみの分別が厳しくなりました。自前の
焼却場を持ってないため、迷惑を掛けないように分
別の徹底をお願いします。

生活・環境

ここがポイントここがポイント

生活・環境

●みなべ町商工会費には、プレミアム率20％の商品券
「みなべとくとくお買い物券」4000枚発行の補助金
が含まれています。
●国民宿舎レストランの改修は、老朽化が目立つ床、
壁、天井、窓を改修し、オーシャンビューを楽しめ
るレストランとしてイメージを一新するものです。

商工・観光

ここがポイントここがポイント

商工・観光

●みなべ町商工会費
●国民宿舎レストラン改修工事
●鶴の湯温泉指定管理委託
●教育旅行誘致事業

…………………1750 万円
……2000 万円

…………1350 万円
……………………600 万円

………8092 万円
……………………5762 万円

……………83 万円
……………………600 万円

●一般廃棄物収集運搬委託料
●ごみ処理委託料
●生ごみ処理機設置助成金
●火葬場定期修繕費

●土地借上料（庁舎駐車場）
●地域活性化補助金
●高城地区トイレ設計及び工事費
●コミュニティバス等運行委託料

…………330 万円
……………………60 万円

…1650 万円
…1411 万円

●学校司書賃金は現在の小学校２名に加え、新に中学
校に司書を１名増員するものです。

●総合型スポーツクラブは、多世代がいろいろなスポ
ーツに、それぞれの志向に合わせて参加でき、地域
住民が自主的、主体的に運営するもの。設立目標は
平成３０年４月です。

拡幅される上南部こども園への進入路（川久保線）

●梅レシピ開発支援委託料は、コンペで委託先を決定
し料理研究家の考えた梅料理の本を5000冊町内外に
配布するものです。
●みなべ梅対策協議会755万円には、県立医大への梅に
関する美容と健康の研究開発委託料が含まれていま
す。

ここがポイントここがポイント

建替える清川集荷場 建替える高城トイレ（高城公民館前）

はす池改修工事現場

南部小学校図書館

保健福祉センター玄関
田辺市ごみ焼却場

改修される国民宿舎紀州路みなべレストラン

みなべ町議会だより　第51号　平成30年5月
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重点事業と注目ポイント平成30年度　一般会計
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みなべ町議会だより　第51号　平成30年5月

町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一般質問とは、本議会において議員が行政全般にわたり、町長
などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針な
どについて質問したり、あるいは報告、説明を求めたりするこ
とをいいます。

QR コードで各議員の一般質問の動画を簡単にご覧いただ
けます。スマートフォンに「QR コード読み取りアプリ」
をインストールして頂く必要があります。

4 議員が一般質問
宮﨑　繁幸 議員 ……………………………………
①  これからの福祉について

谷本　吉弘 議員 ……………………………………
①  みなべ町にとって副町長は必要か

丸山　幸雄 議員  …………………………………
①  防災関連事業について

真造　賢二 議員 ……………………………………
①  町独自の津波シミュレーションシステムの
開発を
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みなべ町議会だより　第51号　平成30年5月

質
問　

み
な
べ
町
の
福
祉

に
対
す
る
取
り
組
み
を
聞

き
た
い
。
豊
か
に
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
を
考
え
、
施

策
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
し
か
し
３
月
議

会
で
は
健
康
保
険
、
介
護

保
険
の
問
題
、
県
単
位
化

に
あ
た
っ
て
の
陳
情
書
も

出
さ
れ
、
認
知
症
高
齢
者
、

見
守
り
が
必
要
な
方
の
増

加
は
、
喫
緊
の
課
題
と
考

え
て
い
る
。
給
付
縮
小
や

負
担
金
増
も
懸
念
さ
れ
る

中
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

に
必
要
な
事
と
は
？
答
え

は
様
々
で
あ
る
が
日
常
の

中
で
取
り
組
み
を
考
え
る

事
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

町
全
体
で
取
り
組
む
事
が
、

福
祉
に
お
い
て
本
来
の
姿

と
思
わ
れ
る
。
町
長
と
し

て
の
考
え
を
聞
い
て
み
た

い
。

町
長　

少
子
高
齢
も
進
ん

で
い
る
。
人
口
の
３０
％
が

６５
歳
以
上
、
相
対
的
に
増

え
て
き
て
い
る
。
対
策
と

し
て
国
や
県
の
財
政
的
な

支
援
を
受
け
施
策
を
行
い

関
係
機
関
と
一
体
と
な
り

福
祉
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
公
助
、
自
助
、
互

助
の
連
携
に
お
い
て
、
よ

り
一
層
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
を
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
。

再
質
問　

現
在
の
福
祉
問

題
に
つ
い
て
は
十
分
と
は

言
え
な
い
ま
で
も
、
行
政

と
し
て
の
方
向
性
は
理
解

し
た
。

　

体
験
談
と
し
て
隣
市
の

レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
い
う
事
を
知
り
、
み
な

べ
町
に
も
、
当
て
は
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
？
月

に
一
度
決
ま
っ
た
日
に
、

黄
色
の
レ
シ
ー
ト
を
箱
に

入
れ
る
だ
け
で
、
地
域
貢

献
の
形
に
な
る
。
そ
う

言
っ
た
話
の
中
、
取
り
組

み
を
考
え
た
時
、
可
能
か

ど
う
か
聞
い
た
所
、
そ
う

い
っ
た
話
で
あ
る
な
ら
地

域
貢
献
に
も
つ
な
が
る
し
、

販
売
促
進
の
た
め
に
も
な

る
と
快
い
返
事
を
頂
い
た
。

隣
市
と
同
様
、
み
な
べ
町

独
自
の
「
福
祉
の
日
」
を

制
定
さ
れ
れ
ば
レ
シ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
形

で
協
力
さ
せ
て
貰
う
と
の

事
。
例
と
し
て
「
１５
日
は

福
祉
の
日
」
と
い
う
条
例

案
を
考
え
て
み
た
い
。
み

な
べ
町
に
は
、
大
型
量
販

店
も
営
業
さ
れ
て
い
る
。

地
元
に
も
商
工
会
や
ス
タ

ン
プ
組
合
も
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
話
を
進
め
る
上
で
、

制
定
さ
れ
れ
ば
地
域
一
体

と
な
っ
た
福
祉
が
考
え
ら

れ
る
の
で
は
？
そ
う
い
っ

た
意
味
を
含
め
行
政
と
し

て
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い

し
た
い
。

　

今
回
の
取
り
組
み
と
い

う
の
は
、
参
加
型
の
形
で

あ
る
事
も
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
。
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
、
又
レ
シ
ー
ト
に
お
い

て
も
個
人
の
考
え
で
判
断

し
強
制
的
な
も
の
で
は
な

い
。
福
祉
と
い
う
事
を
考

え
た
と
き
に
何
が
必
要
か

を
、
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

私
自
身
も
必
要
な

事
と
考
え
る
。
条
例
化
に

お
い
て
は
、
町
民
の
皆
様

の
意
識
、
啓
発
的
な
活
動

の
盛
り
上
が
り
が
必
要
。

「
お
に
ぎ
り
条
例
」
の
時

に
も
南
高
梅
使
用
と
い
う

事
で
町
民
を
上
げ
て
の
話

に
な
っ
た
。

　

今
回
の
「
１５
日
は
福
祉

の
日
」
も
そ
う
い
っ
た
形

が
必
要
。
町
民
全
体
が
末

永
く
身
近
に
考
え
ら
れ
る

よ
う
制
定
さ
れ
れ
ば
と
考

え
る
。

　

福
祉
を
日
々
考
え
る
事

に
つ
い
て
は
、
自
分
も
同

じ
で
あ
る
。
今
回
、
条
例

化
を
進
め
て
い
く
上
で
、

み
な
べ
町
に
は
、
商
工
会
、

ス
タ
ン
プ
組
合
、
商
店
街

等
の
話
し
合
い
が
必
要
な

事
と
考
え
る
。

再
々
質
問　

形
の
上
で
こ

れ
か
ら
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
も
あ
る
。

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
事
で

形
も
不
透
明
。
で
き
る
限

り
の
努
力
を
会
長
を
通
し

て
話
を
進
め
た
い
。

町
長　

非
常
に
い
い
制
度

と
思
う
。
行
政
、
議
会
と

両
方
で
福
祉
の
た
め
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

議員

非常にいい制度　福祉を身近に考える。

これからの福祉について福祉

P9

3月定例会・一般質問



みなべ町議会だより　第51号　平成30年5月

谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

議員

質
問
　
昨
年
の
12
月
議
会

に
お
い
て
、
副
町
長
の
人

事
案
件
が
否
決
を
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
３
月
議
会
に

お
い
て
も
不
在
の
ま
ま
で

す
。

　

小
谷
町
長
は
副
町
長
、

町
長
の
両
方
の
役
職
を
経

験
さ
れ
て
る
方
で
す
。
一

般
論
と
し
て
の
副
町
長
の

あ
り
方
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

　

一
点
目
、
町
長
に
と
っ

て
副
町
長
と
は
ど
の
よ
う

な
存
在
な
の
か
。

　

二
点
目
、
行
政
に
お
け

る
副
町
長
の
役
割
と
は
。

　

こ
の
二
点
に
つ
い
て
お

答
え
く
だ
さ
い
。     

町
長
　
今
、
み
な
べ
町
で

や
ろ
う
と
し
て
い
る
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
お
い

て
も
、
横
断
的
に
各
課
を

取
り
ま
と
め
、
ま
た
ス

ム
ー
ズ
な
事
業
運
営
を

図
っ
て
行
く
た
め
に
も
ぜ

ひ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
人
事
管
理
の
面

に
お
い
て
も 

健
康
管
理

も
含
め
て
、
服
務
規
程
に

沿
っ
て
人
事
管
理
に
努
め

て
い
た
だ
く
部
分
が
非
常

に
大
き
い
。

　

特
に
課
長
級
職
員
の
時

間
外
勤
務
命
令
と
か
出
張

命
令
、
休
暇
等
の
付
与
、 

課
長
級
の
人
事
評
価
の
補

佐
的
な
立
場
と
し
て
副
町

長
の
設
置
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

私
自
身
、
県
内
で
の
各

種
団
体
の
役
職
も
増
え
て

い
ま
す
し
、
県
下
市
町
村

長
の
代
表
と
し
て
全
国
の

会
議
に
出
張
す
る
機
会
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
産
品
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
土
日

も
含
め
て
町
外
へ
の
出
張

で
留
守
が
ち
な
日
々
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民

の
方
々
と
の
話
し
合
い
の

場
も
公
務
と
重
な
る
事
が

非
常
に
多
く
、
十
分
に
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

く
時
間
的
な
余
裕
も
な
く
、

町
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
る
部
分

が
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い

ま
す
。

再
質
問
　
町
長
不
在
の
場

合
が
多
い
な
か
で
、 

何
か

事
が
あ
っ
た
時
に
は
副
町

長
が
ト
ッ
プ
と
し
て
行
政

を
仕
切
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、
必
要
性
は
私

も
十
分
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
12
月
議
会
で
否
決

を
さ
れ
ま
し
た
。
否
決
を

さ
れ
る
の
に
は
否
決
を
さ

れ
る
理
由
が
あ
る
ん
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
３

月
議
会
で
の
可
否
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
否
決
に

な
っ
た
場
合
は
な
お
さ
ら

で
す
が
、
可
決
に
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
も
過
去
の

反
省
の
も
と
、
今
後
町
議

会
と
の
修
復
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

町
行
政
、
議
会
、
町
民

と
い
う
の
は
三
角
形
の
関

係
で
あ
り
、
一
辺
が
崩
れ

れ
ば
も
ち
ま
せ
ん
。

　

三
点
が
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
、
目
的
は
町
民
の
幸

せ
で
す
か
ら
、
そ
こ
を
十

分
に
踏
ま
え
て
い
た
だ
い

て
、
町
長
に
も
十
分
に
努

力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　
い
ざ
災
害
の
と
き

に
、
現
地
災
害
本
部
長
と

し
て
の
役
割
を
に
な
っ
て

い
た
だ
く
部
分
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
が
出
張
中
に
地
震
が

起
き
た
場
合
ど
う
す
る
の

か
と
い
う
部
分
。

　

み
な
べ
町
防
災
会
議
条

例
に
お
い
て
、
職
務
代
理

者
と
し
て
教
育
長
に
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

正
常
な
形
に
修
復
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

12
月
議
会
以
降
、
こ
の

３
ヶ
月
間
の
間
に
町
民
の

皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
く
中
で
私
自
身
も
含
め

て
非
常
に
反
省
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
部
分
、
多
々

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
幸
せ
は
町
と
議

会
と
町
民
、
三
者
ス
ク
ラ

ム
を
組
ん
で
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
そ
れ
に
向
け
て

反
省
を
込
め
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町長不在時の職務代理者として必要

みなべ町にとって副町長は必要か人事
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質
問　

昨
年
12
月
末
に
お

い
て
気
佐
藤
地
区
に
津
波

避
難
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

ま
た
東
吉
田
地
区
で
は
防

災
拠
点
関
連
施
設
の
進
入

路
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
先
般
、
国
の
補
正

予
算
に
よ
る
補
助
金
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
で
予
算
の

着
実
な
進
捗
が
図
ら
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
30

年
以
降
は
た
め
池
の
埋
め

立
て
や
こ
ど
も
園
の
敷
地

造
成
な
ど
多
額
の
予
算
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
全
体

事
業
費
及
び
全
体
構
想
、

予
算
執
行
に
関
し
て
の
年

次
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
い
。

　

子
供
や
高
齢
者
、
障
害

の
あ
る
方
が
安
心
し
て
津

波
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
整

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

避
難
路
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
埴
田
医
王
寺
に

お
い
て
避
難
路
の
予
算
が

当
初
の
予
算
に
組
ま
れ
た

こ
と
は
い
い
が
一
時
的
に

避
難
す
れ
ば
い
い
と
い
う

執
行
部
の
お
考
え
で
す
が
、

救
援
物
資
、
ト
イ
レ
の
完

備
な
ど
、
二
、
三
日
滞
在

で
き
る
設
備
の
考
え
は
な

い
の
か
。
ま
た
河
川
に
お

い
て
、
津
波
に
よ
る
溯
上

に
つ
い
て
も
執
行
部
の
方

か
ら
は
何
の
指
令
も
な
い
、

川
は
い
つ
も
水
が
流
れ
て

い
る
と
の
返
事
。

　

平
成
23
年
の
秋
、
紀
伊

半
島
大
水
害
が
発
生
し
、

清
川
地
帯
も
山
腹
が
崩
壊

し
、
清
川
地
区
が
孤
立
状

態
と
な
り
、
１
人
の
生
命

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

津
波
の
こ
と
に
気
を
と
ら

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
山
間

部
の
地
域
に
つ
い
て
山
津

波
、
た
め
池
の
崩
壊
、

そ
の
よ
う
な
危
険
に

つ
い
て
町
長
の
考
え

を
お
聞
き
し
た
い
。

町
長　

防
災
拠
点
整

備
で
防
災
広
場
４
７

４
０
㎡
、
関
連
道
路

２
５
８
ｍ
、
避
難
道

路
整
備
で
５
５
３
ｍ

の
計
画
。
事
業
計
画

年
度
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
４

年
間
。
そ
れ
か
ら
、
埴
田

医
王
寺
へ
の
避
難
路
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
避
難

路
の
必
要
性
は
感
じ
て
い

ま
す
。
町
の
防
災
計
画
で

は
、
一
時
避
難
場
所
は
数

時
間
か
ら
数
十
時
間
と
ど

ま
る
場
所
と
想
定
し
て
い

ま
す
。
非
常
食
や
簡
易
ト

イ
レ
等
の
配
備
は
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
医
王
寺

で
の
二
次
避
難
所
の
建
設

は
今
の
と
こ
ろ
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
東
吉
田
の

防
災
広
場
ま
で
の
道
路
の

整
備
は
考
え
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

山
間
部
の
防
災
対
策
、

土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
補
助
事
業
を
活
用
し

進
め
て
い
ま
す
。

再
質
問　

河
川
の
津
波
に

よ
る
溯
上
に
つ
い
て
の
答

弁
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

防
災
拠
点
に
毛
布
、
食

料
な
ど
の
備
蓄
倉
庫
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
要
支

援
者
用
の
駐
車
場
、
消
防

車
な
ど
の
緊
急
車
両
駐
車

場
、
防
火
用
水
、
蓄
電
池

の
避
難
灯
、
誘
導
灯
な
ど
、

こ
の
よ
う
な
設
備
が
計
画

さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き

し
た
い
。

　

た
め
池
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
晩
稲
の
た
め
池

の
改
修
工
事
は
当
初
予
算

で
組
ま
れ
て
い
ま
す
の
で

計
画
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
お
聞
き
し
た
い
。

町
長　

河
川
の
溯
上
に
つ

い
て
は
、
東
岩
代
の
河
川

の
拡
幅
工
事
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
片
山
地

域
に
つ
い
て
は
、
転
倒

ゲ
ー
ト
の
事
業
化
を
県
の

方
に
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

医
王
寺
か
ら
防
災
広
場
ま

で
の
間
は
、
割
と
な
だ
ら

か
な
道
路
で
工
事
費
も
そ

ん
な
に
要
ら
な
い
と
想
定

し
て
い
ま
す
。

総
務
課
長　

防
災
広
場
で

の
計
画
は
、
全
体
的
に
は

煮
詰
ま
っ
て
い
な
い
。

産
業
課
長　

43
の
た
め
池

は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
い
る
。

再
々
質
問　

町
民
に
安
心

を
与
え
る
た
め
に
プ
ロ
セ

ス
は
大
事
だ
と
思
う
。

町
長　

防
災
関
連
事
業
の

プ
ロ
セ
ス
を
作
っ
て
い
き

た
い
。
医
王
寺
か
ら
防
災

広
場
ま
で
の
避
難
道
路
を

早
急
に
進
め
た
い
。
や
り

過
ぎ
と
い
う
部
分
は
な
い
。

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
プ

ロ
セ
ス
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

丸
まる

山
やま

幸
ゆき

雄
お

議員

低い河川堤防

防災広場までの避難道路を早急に進めたい

防災関連事業について防災
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真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

議員

質
問　

町
で
は
津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
完
成
、
小
山
田

防
災
広
場
の
着
工
と
様
々

な
ハ
ー
ド
的
な
防
災
対
策

が
進
行
中
で
す
。
実
際
に

命
を
守
る
と
い
う
点
で
は

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す

が
、
自
然
の
力
に
対
し
限

界
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　

そ
れ
ら
を
補
完
し
、
よ

り
安
全
で
完
全
な
モ
ノ
に

す
る
た
め
に
も
ソ
フ
ト
的

な
対
策
、
対
応
が
重
要
。

　

防
災
の
観
点
か
ら
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
大

雑
把
過
ぎ
。
更
に
具
体
的

な
示
唆
を
得
る
た
め
に
、

ソ
フ
ト
上
で
建
物
、
道
路
、

線
路
、
橋
、
河
川
、
堤
防
、

島
な
ど
の
精
密
な
３※

１

Ｄ
モ

デ
ル
を
作
成
し
、
Ｃ※

２

Ｇ
に

よ
る
リ
ア
ル
な
検
証
を
提

案
し
ま
す
。

　

そ
の
モ
デ
ル
で
●
津
波

の
押
し
寄
せ
方
●
河
川
津

波
の
影
響
●
避
難
場
所
＆

経
路
の
適
正
●
鹿
島
伝
説

の
信
ぴ
ょ
う
性
等
の
綿
密

な
検
証
が
可
能
。
こ
れ
ら

を
住
民
全
員
で
共
有
し

「
正
し
く
恐
れ
、
万
全
の

準
備
を
す
る
」
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
モ
デ
ル
を

活
用
し
て
ス
マ
ホ
対
応
の

避
難
ア
プ
リ
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
と
連
動
）
の
開
発
や
立

体
モ
デ
ル
の
制
作
も
可
能
。

東
日
本
大
地
震
は
大
き
な

被
害
と
同
時
に
多
く
の
貴

重
な
教
訓
も
授
け
て
く
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
そ

の
教
訓
を
活
か
し
切
る
義

務
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

全
国
的
な
先
駆
者
に
な

る
気
概
で
町
独
自
で
の
Ｃ

Ｇ
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
実
現

に
向
け
取
組
ん
で
頂
き
た

い
。

町
長　

３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
は
、
映

像
で
視
覚
に
訴
え
る
こ
と

が
で
き
、
更
な
る
防
災
意

識
づ
け
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
県
で
は
沿
岸
地

域
の
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
を
作
成
し

て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
可
能
で
す
。
精
密

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
避

難
意
識
を
改
め
て
認
識
し

て
頂
け
る
の
で
は
。

　

ま
た
和
大
・
災
害
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３

連
動
地
震
に
よ
る
津
波
を

想
定
し
た
Ｃ
Ｇ
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
臨
場
感
の
あ

る
動
画
で
、
リ
ア
ル
に
津

波
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る

事
が
で
き
ま
す
。

　

県
下
で
精
密
な
３
Ｄ
Ｃ

Ｇ
を
作
成
し
て
い
る
市
町

村
は
な
い
と
の
こ
と
。
精

度
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

住
宅
の
強
度
や
道
路
等
、

詳
細
な
情
報
を
入
力
す
る

必
要
が
あ
り
、
多
大
な
時

間
と
費
用
が
必
要
。
ま
た

漂
流
物
等
の
反
映
も
困
難

で
、
実
際
の
被
災
の
様
子

を
再
現
が
で
き
な
い
の
で

は
。

　

費
用
、
完
成
度
の
点
か

言
で
す
が
、
ど
こ
ま
で
盛

り
込
む
か
で
費
用
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
町
民
の

方
々
の
視
覚
に
訴
え
る
と

い
う
効
果
が
得
ら
れ
る
な

ら
有
意
義
と
考
え
ま
す
。

　

他
市
町
に
先
駆
け
て

や
っ
て
み
た
い
と
の
気
持

ち
は
同
じ
、
予
算
の
許
す

範
囲
内
で
頑
張
っ
て
み
た

い
。

再
々
質
問　

地
図
情
報
を

持
つ
会
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ

で
き
れ
ば
、
短
時
間
で
安

価
に
開
発
で
き
る
の
で
は
。

町
長　

独
自
開
発
は
困
難
。

大
所
高
所
に
立
っ
て
地
図

情
報
シ
ス
テ
ム
の
会
社
と

共
同
開
発
を
視
野
に
話
し

合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ら
町
独
自
で
す
ぐ
に
着
手

す
る
の
は
困
難
。
今
後
の

研
究
を
注
視
し
つ
つ
、
前

述
の
現
在
あ
る
Ｃ
Ｇ
を
活

用
し
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

県
が
作
成
し
た

Ｃ
Ｇ
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
同
レ
ベ
ル
で
詳
細
な

検
証
と
は
遠
い
内
容
で
す
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
東
北

で
は
莫
大
な
費
用
を
掛
け
、

様
々
な
検
証
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
も
大
事
で

す
が
、
事
前
の
検
証
に
も

予
算
が
投
入
さ
れ
る
べ
き

で
は
。

　

た
だ
精
密
に
作
り
こ
め

ば
、
多
大
な
費
用
が
掛
か

か
る
こ
と
は
理
解
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
あ
る
程
度
の
予

算
で
地
形
や
主
要
な
建
物

等
の
基
本
的
な
デ
ー
タ
を

忠
実
に
再
現
し
て
は
。
県

の
Ｃ
Ｇ
よ
り
現
実
的
な
検

証
が
で
き
有
意
義
で
は
。

町
長　

必
要
性
は
議
員
と

同
様
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

県
の
Ｃ
Ｇ
よ
り
も
リ
ア

ル
な
も
の
を
と
い
う
ご
提

地図情報システム会社との共同開発を検討

町独自の津波シミュレーション
　　　　　　システムの開発を

防災

みなべ町 津波シミュレーション動画（県 HP）

和歌山市街3D津波CG（和大・災害研究センター）

※ 1：3 次元　※2：コンピュータグラフィックス P12
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お
風
呂
場
の
危
険
度
が

高
い
た
め
、
憩
い
の
家
そ

の
も
の
は
存
続
さ
せ
る
も

の
の
、
入
浴
は
国
民
宿
舎

か
鶴
の
湯
で
お
願
い
し
ま

す
と
の
張
り
紙
が
貼
ら
れ

ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
お
風
呂
場
が
休
止
に

な
れ
ば
憩
い
の
家
に
集
ま

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
利

用
者
減
を
理
由
に
休
館
、

取
り
壊
し
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
の
不
安
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
に
担
当
課
長

か
ら
説
明
を
聞
い
た
後
、

憩
い
の
家
で
約
40
名
の
利

用
者
が
集
ま
る
中
、
次
の

よ
う
な
多
く
の
意
見
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

・
風
呂
が
な
く
な
れ
ば
、

利
用
す
る
人
が
い
な
く

な
る

・
お
風
呂
で
話
を
す
る
こ

と
が
多
く
、
国
民
宿
舎

で
は
く
つ
ろ
ぐ
場
所
が

な
い

・
一
人
暮
ら
し
の
人
の
利

用
者
が
多
く
、
健
康
維

持
の
た
め
に
必
要

・
４
月
か
ら
の
お
風
呂
の

使
用
中
止
を
伸
ば
し
て

欲
し
い

・
今
後
も
こ
の
よ
う
な
施

設
が
欲
し
い

・
代
替
施
設
を
前
向
き
に

検
討
中
と
の
こ
と
だ
が
、

出
来
る
ま
で
の
間
、
補

修
工
事
で
延
命
を
図
れ

な
い
か

　

３
月
27
日
の
委
員
会
に

お
い
て
、
町
長
、
担
当
課

長
と
の
話
し
合
い
で

・
代
替
施
設
を
前
向
き
に

考
え
る
こ
と

・
憩
い
の
家
の
お
風
呂
場

の
延
命
措
置
を
検
討
す

る
と
の
答
え
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
月
13
日
に

委
員
会
と
し
て
町
民
有
志

の
方
々
が
町
長
へ
要
望
書

を
提
出
さ
れ
る
場
に
同
席

し
ま
し
た
。

　

代
表
者
か
ら
要
望
の
趣

旨
説
明
の
後
、
要
望
書
と

署
名
（
９
１
６
名
分
）
が

町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
、
健
康
に

対
す
る
温
泉
効
果
が
科
学

的
に
立
証
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
介
護
予
防
を

目
的
に
温
泉
を
前
提
と
し

た
施
設
を
安
全
な
場
所
に

新
築
し
た
い
。
当
面
は
風

呂
場
基
礎
の
補
強
・
延
命

を
図
り
、
利
用
し
て
頂
き

つ
つ
、
候
補
地
を
検
討
し

た
い
と
の
明
言
を
頂
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
担
当
課
長
か
ら
、

５
月
議
会
で
補
強
工
事
の

補
正
予
算
（
約
５
０
０
万

円
）
を
お
願
い
し
、
早
く

て
10
月
か
ら
利
用
を
再
開

し
て
頂
け
る
予
定
、
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
風
呂
場
は
補
強
工
事

が
完
了
す
れ
ば
利
用
で
き

ま
す
、
少
し
の
間
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
ま
た
将
来
的

に
は
、
安
全
な
場
所
へ
代

替
え
施
設
が
建
設
さ
れ
る

予
定
で
す
。

「
二
子
の
里
」調
査

　

３
月
20
日
、27
日
に「
ニ

子
の
里 

老
人
憩
い
の
家
」

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

老
人
憩
い
の
家
は
昭
和

49
年
に
建
て
ら
れ
た
福
祉

施
設
で
す
。
以
前
か
ら
海

岸
に
近
く
津
波
の
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
老

朽
化
も
激
し
く
、
閉
鎖
に

向
け
た
方
向
で
話
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
建
物
の
耐
力

度
調
査
が
実
施
さ
れ
、
大

き
な
地
震
に
耐
え
ら
れ
な

い
、
公
共
の
建
物
と
し
て

は
不
適
格
な
数
値
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
３
月
１
日
に
、

４
月
１
日
か
ら
の
お
風
呂

の
休
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。

総務文教常任委員会　活動報告

３月２０日、２７日に「二子の里」の運営について調査を行いました。

腐食した基礎部（耐力調査）

お風呂場営業休止の張り紙

「二子の里 老人憩の家」玄関

要望書提出の場面

町民の方 と々の会談のようす
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け
る
二
重
の
対
策
を
と
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
工

事
は
、
30
年
度
中
に
町
内

で
３
件
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
町
内
に
は

こ
れ
以
外
に
も
対
策
を
要

す
る
箇
所
は
た
い
へ
ん
な

数
に
の
ぼ
り
ま
す
。
今
後

と
も
取
り
組
ん
で
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
工
事
に
は

国
・
県
あ
わ
せ
て
９
５
～

９
７
．
５
％
の
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

総務文教常任委員会　活動報告

２月２０日に防災に関する現地調査（町内４カ所）を行いました。

速
に
土
砂
の
量
が
増
し
て

き
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
を
取
り
除
く

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
島
ノ
瀬
ダ
ム
で
は
、

ダ
ム
本
体
を
埋
め
る
よ
う

に
ダ
ム
湖
の
底
に
土
砂
が

堆
積
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
本
体
か
ら
2
～
3

㎞
に
わ
た
っ
て
の
上
流
の

川
底
に
浅
く
広
く
積
も
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
川

が
非
常
に
蛇
行
し
て
お
り
、

し
か
も
流
れ
が
緩
や
か
で

あ
る
た
め
で
す
。

　

計
画
で
は
、
平
成
35
年

こ
ろ
か
ら
国
・
県
の
補
助

並
び
に
地
元
負
担
に
よ
り

毎
年
３
７
０
０
㎥
の
土
砂

の
除
去
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
急
傾
斜
地
危
険
カ
所
に

お
け
る
対
策
現
場

　

町
内
の
山
間
部
は
、
住

宅
地
の
背
後
に
山
が
迫
り
、

土
砂
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る

箇
所
が
相
当
数
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
近
年
、
夏
場

の
集
中
豪
雨
が
多
発
傾
向

に
あ
る
中
、
斜
面
の
補
強

工
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
清

川
・
大
川
地
区
の
地
区
会

館
や
住
宅
等
を
守

る
工
事
が
完
了
し

た
地
点
に
向
か

い
、
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
で

は
、
①
法
面
（
の

り
め
ん
）
を
保

護
・
補
強
す
る
と

と
も
に
、
②
こ
れ

が
崩
れ
た
際
で
も

土
砂
を
受
け
止
め

る
法
止
め
（
の
り

ど
め
）
の
壁
を
設

ha
、
水
田
２
４
０
ha
に
灌

漑
用
水
を
送
っ
て
き
ま
し

た
。
ダ
ム
の
脇
に
あ
る
南

紀
用
水
管
理
事
務
所
で
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
、
続

い
て
ダ
ム
の
上
流
に
お
け

る
堆
積
の
状
況
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

全
国
す
べ
て
の
ダ
ム
と

同
様
、
上
流
か
ら
の

土
砂
の
堆
積
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
と
り
わ
け
島
ノ

瀬
ダ
ム
で
は
平
成
23

年
の
紀
伊
半
島
大
水

害
で
大
量
の
土
砂
が

流
入
し
て
き
て
お

り
、
こ
れ
以
降
も
急

　

み
な
べ
町
は
、
津
波
や

土
砂
災
害
さ
ら
に
は
洪
水

等
、
様
々
な
災
害
の
危
険

性
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の

対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
総
務
文
教
常
任
委

員
会
で
は
、
従
来
よ
り
町

の
防
災
対
策
に
つ
い
て

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
に
寄
与

す
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
末
か
ら
2
度
に
わ

た
っ
て
総
務
課
防
災
担
当

と
町
の
防
災
対
策
の
考
え

方
や
現
状
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

実
情
を
確
認
す
る
べ
く
2

月
20
日
に
町
内
4
カ
所
で

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

①
島
ノ
瀬
ダ
ム
上
流
の
土

砂
堆
積
状
況

　

島
ノ
瀬
ダ
ム
は
平
成
3

年
に
完
成
し
、
み
な
べ
町

～
田
辺
市
に
か
け
て
梅
や

柑
橘
の
樹
園
地
１
５
５
０

防
災
に
関
す
る
重
要
箇
所
を
現
地
調
査

土砂が堆積して川のようになったダム上流

急傾斜地崩壊対策施工現場（国補助事業　清川・大川地区）

南紀用水管理事務所にて

P14



みなべ町議会だより　第51号　平成30年5月

た
な
避
難
路
を
設
け
る
た

め
平
成
30
年
度
予
算
に
調

査
費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
Ｊ
Ｒ
線
路

に
平
行
す
る
堺
方
面
へ
の

農
免
道
路
で
新
た
な
避
難

路
の
起
点
と
な
る
付
近
を

視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
避

難
路
は
、
や
が
て
小
山
田

防
災
広
場
へ
と
つ
な
が
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
町
づ
く
り
に
も
影
響

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

委
員
会
と
し
て
し
っ
か
り

と
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

埴
田
・
医
王
寺
へ
の
新
避
難
路
起
点
付
近

④
小
山
田
池
防
災
広
場
の

建
設
現
場

　

防
災
広
場
は
、
小
山
田

池
を
埋
め
立
て
て
こ
こ
に

津
波
避
難
の
一
大
拠
点
と

し
て
設
け
ら
れ
る
も
の
で

す
。
最
大
で
３
０
０
０
人

近
く
の
人
が
避
難
す
る
と

の
想
定
の
も
と
、
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
小

山
田
池
が
な
く
な
る
こ
と

に
伴
っ
て
新
た
な
水
利
を

確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
隣

接
す
る
ハ
ス
池
の
貯

水
を
確
か
な
も
の

と
す
る
た
め
の
堤
体

（
土
手
）
の
補
強
工

事
に
と
り
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
こ

の
日
、
県
道
中
芳
養

南
部
線
か
ら
小
山
田

に
向
か
う
取
付
道
路

等
を
視
察
し
ま
し

た
。
小
山
田
池
防
災

広
場
は
、
20
数
億
円

の
巨
大
事
業
で
、
平

成
32
年
頃
の
完
成
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
構
想
や
計

画
も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
に
設
け
ら
れ
た
防

災
企
画
室
（
※
１
）
が
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
こ
の
事
業
が
ど
の

よ
う
に
進
ん
で
い
く
か
議

会
と
し
て
町
の
動
向
に
注

視
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

③
埴
田
・
医
王
寺
へ
の
新

避
難
路
計
画
地
点 

　

埴
田
・
医
王
寺
は
、
埴

田
・
片
町
区
の
背
後
に
あ

る
高
台
で
す
。
こ
こ
に
は

大
地
震
の
際
、
埴
田
、
片

町
区
の
住
民
は
も
と
よ
り

南
部
小
・
中
学
校
の
子
ど

も
た
ち
お
よ
そ
６
０
０
人

も
避
難
す
る
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
こ

へ
の
道
が
崖
沿
い
で
、
し

か
も
非
常
に
狭
い
た
め
改

修
を
望
む
多
く
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
町
で
は
、
新

※１　防災企画室の設置
平成 30 年度より総務課の中に防災企画室が設けられ、総務課業務の兼務も含めて６名の職員

が配置されました。言うまでもありませんが、防災対策は「待ったなし」です。大幅な人員増に
より防災対策が今後一層素早く、また内容面でも充実されるよう大いに期待されます。

総務文教常任委員会では、企画室が成果を出せるよう側面からエールを送る一方、その業務を
しっかりと見つめていきたいと思います。

はす池堤体（土手）工事現場

埴田・医王寺への新避難路起点付近

計画概要（青色表示が造成される防災広場や道路）
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町
道
滝
線
は
、
改
良
計

画
延
長
、
全
長
８
０
０
ｍ
。

幅
員
は
７
ｍ（
歩
道
無
し
）

で
す
。
以
前
に
山
を
切
っ

て
施
工
し
た
法
面
に
亀
裂

が
入
り
崩
壊
の
恐
れ
が
あ

り
、
早
急
な
対
応
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

内
線
は
、
現
在
車
同
士
が

す
れ
違
う
こ
と
が
困
難
な

状
況
で
す
が
拡
幅
工
事
を

行
い
、
川
の
護
岸
整
備
を

行
い
幅
員
５
ｍ
に
し
ま
す
。

急
カ
ー
ブ
に
な
る
箇
所
は
、

そ
の
手
前
か
ら
山
を
オ
ー

プ
ン
カ
ッ
ト
に
し
て
緩
や

か
な
カ
ー
ブ
の
道
路
に
し

ま
す
。
ま
た
、
山
を
切
り

取
っ
た
土
砂
は
、
盛
土
箇

所
に
利
活
用
す
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

町
道
高
野
沼
川
線
（
高

城
ト
ン
ネ
ル
）
は
、
現
在

の
道
路
よ
り
約
８０
ｍ
長
く

な
り
全
長
２
２
６
ｍ
。
２

車
線
の
道
路
で
、
歩
道
は

幅
員
２
ｍ
と
な
り
ま
す
。

土
砂
は
坂
ヶ
谷
の
埋
め
た

て
に
利
用
し
ま
す
。

町
道
改
良
工
事
進
捗

　

改
良
工
事
を
行
っ
て
い

る
町
道
４
路
線
と
土
砂
の

仮
置
き
場
を
、
建
設
課
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
現
地

の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

東
岩
代
地
区
の
町
道
浜

線
の
改
良
工
事
は
、
３１
年

度
に
幅
員
５
ｍ
全
て
の
道

路
舗
装
も
済
ま
せ
て
完
了

予
定
と
の
こ
と
。
現
在
こ

の
町
道
浜
線
と
国
道
42
号

線
の
交
差
点
周
辺
の
２
カ

所
に
２
基
の
信
号
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
道
路
の
完

成
に
よ
っ
て
十
字
路
の
交

差
点
に
な
り
信
号
機
も
１

基
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

清
川
地
区
の
町
道
名
之

産業建設常任委員会　活動報告
２月２１日に道路改良工事の進捗状況等に関する現地調査を
おこないました。

事務組合議会議員活動報告
●公立紀南病院組合事業会　第 4回定例会
　・日時　平成 29 年 12 月 26 日
　・場所　紀南病院
　・出席　竹本議長、北谷副議長

●田辺周辺広域市町村圏組合議会　第 1回定例会
　・日時　平成 30 年 2 月 13 日
　・場所　田辺市役所
　・出席　竹本議長、北谷副議長

●和歌山県後期高齢者医療広域連合議会　定例会
　・日時　平成 30 年 2 月 16 日
　・場所　ダイワロイネットホテル和歌山
　・出席　竹本議長

●田辺市周辺衛生施設組合議会　第 1回定例会
　・日時　平成 30 年 2 月 19 日
　・場所　田辺市　清浄館
　・出席　原田議員、下村議員、天野議員

●紀南環境広域施設組合議会　定例会
　・日時　平成 30 年 2 月 22 日
　・場所　田辺市ゴミ処理場
　・出席　竹本議長、北谷副議長

●公立紀南病院組合議会定例会
　・日時　平成 30 年 2 月 26 日
　・場所　紀南病院
　・出席　竹本議長、北谷副議長

●日高広域消防事務組合議会　第 1回定例会
　・日時　平成 30 年 3 月 2 日
　・場所　日高広域消防本部
　・出席　真造議員

●御坊日高老人福祉施設事務組合議会　第 1回定例会
　・日時　平成 30 年 3 月 2 日
　・場所　御坊日高老人福祉施設事務組合
　・出席　谷本議員

請
願
の
審
議

「
堺
地
区
森
の
鼻
、
キ
ャ

ン
プ
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁

止
条
例
制
定
を
求
め
る
請

願
書
」
が
議
会
へ
提
出
さ

れ
、
そ
の
審
議
が
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
５

月
議
会
ま
で
の
継
続
審
議

と
し
て
い
ま
す
。

町道名之内線（清川）

町道高野沼側線（高城トンネル）

町道滝線（高城）
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平成27年9月定例会
一般質問

どうなった どうなった

町長答弁 町長答弁

地元検討委員会や町の委員会で検討されました

が、建物の存続活用や撤去など多くのご意見があり、

結論には至りませんでした。委員会はいずれも解散さ

れています。　

現在は、地域おこし協力隊員からの「活用に向けて

実際に実践をして、試行錯誤を繰り返して活用案を収

集しよう」という提案を受け、活用プランの収集など利

用の可能性を検討しているところです。

清川中学跡地利用の推進を 南紀熊野ジオパークへの参入は

平成27年12月定例会
一般質問

産業課総務課

町内には編入の対象となる特殊
な地形や地層等が少ないため見
送っていますが、歴史、文化、動植
物の保護活動等は国立公園事業
等で取組んでいます。

あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施
策にどのような内容で反映したかを確認するための調査です。
あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施
策にどのような内容で反映したかを確認するための調査です。

追追跡調査

跡地利用の検討委員会で協議
を続けていただく予定

南紀熊野ジオパークへの編入
に向けて研究に取り組んでい
きたい。

議員の質問とその後の行方
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他市町出
身のご主人、奥様、ご夫婦の紹介コーナー

です

編
集
後
記

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
３
月
議

会
を
通
過
し
た
様
々
な
予
算
が
、
着

実
に
町
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

さ
て
、
行
政
に
対
し
て
「
○
○

し
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
愚

痴
を
聞
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
愚
痴
ば
か
り
で
は
何
も
解

決
し
ま
せ
ん
。

「
行
政
に
は
愚
痴
で
は
な
く
提
案
を
」

地
域
の
実
状
を
知
っ
て
い
る
の

は
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
で
す
。
そ
の

実
状
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
提
案

す
る
、
町
と
一
緒
に
考
え
る
。
と
い

う
こ
と
が
、
よ
り
良
い
予
算
の
使
い

方
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。
町
の
予

算
は
、
町
民
一
人
一
人
、
す
な
わ
ち
、

あ
な
た
の
予
算
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
知
恵
を
結
集
し
て
、
共

に
よ
り
良
い
町
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

議
会
は
そ
の
よ
う
な
住
民
自
治

を
実
現
す
る
た
め
の
存
在
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長　

真
造
賢
二

下村勤議員は、多年に渡り
地域の振興発展に寄与した功
績が認められ、全国町村議会
議長会から自治功労者表彰（１
５年以上在職）を受けられま
した。
定例会の開会に先立ち、そ
の伝達式が行われました。

下村勤議員が
自治功労者表彰

☆お☆知☆ら☆せ☆

●議会や議会だよりへの意見や
感想を募集しています。どんな
ことでもかまいません、議会事
務局または提案箱までお寄せく
ださい。

みなべ町議会だよりNo.51
平成 30 年 5月１日発行
発行　みなべ町議会
編集　議会広報特別委員会
〒645-0002
和歌山県日高郡みなべ町芝742
ＴＥＬ　0739-72-1334
ＦＡＸ　0739-72-1335

二人はどんなきっかけで知り合いましたか？
　→共通のお友達の紹介

（以下質問へは町外出身の方にお答え頂きました）

みなべ町に暮らしてみて感じたことや持たれたイメージは？
→皆さんが温かく、気さくに声を掛けてくれたり、治安がとてもよく、住

　みやすい町だと感じました。

町での生活はどうですか？
（楽しいエピソードもあったらお聞かせください。）
→子供たちが自然に触れ合い、のびのびと楽しく子育てできています。また、

　１８才未満の子供は医療費が無料だったりと、とても助かっています。

町に望むことはありますか？
　→家の近くに小児科が増えたら嬉しく思います。

☆ご協力ありがとうございました。

Q

Q

Q

Q

平成23年11月22日に結婚されました下川吉哉さん（みなべ町高
野）と春香さん（上富田町朝来　旧姓:川辺）ご夫婦の紹介です。

下
しも

川
かわ

　吉
よしや

哉さん ＆ 春
はるか

香さんご夫妻
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